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日
本
で
「
無
国
籍
児
」
問
題
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ア
ン
デ
レ
ち
ゃ
ん
の
裁
判
報
道
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア
ン
デ
レ
ち
ゃ
ん
は
決
し
て
特
別
な
ケ
ー
ス
で
は
な
か
っ
た
。
関
東
学
院
大
学
大
学
院
に
提
出
さ
れ
た
博
士
論
文
を
加
筆
修
正
し
た
本
書
で
、
著
者
は
日
本
に
お
け
る
無
国
籍
児
に
つ
い
て
明
治
民
法
草
案
に
り
、
世
界
の
歴
史
傾
向
を
ふ
ま
え
、
子
ど
も
の
権
利
の
問
題
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。
全
体
を
通
し
て
著
者
の
子
ど
も
の
幸
せ
を
願
う
温
か
な
眼
差
し
に
れ
て
い
る
。
第
一
章
「
『
与
え
ら
れ
る
国
籍
』
と
日
本
の
無
国
籍
児
問
題
」
で
は
、
二
〇
〇
六
年
の
外
国
人
登
録
者
数
の
う
ち
無
国
籍
者
が
一
、
七
一
七
人
で
あ
り
、
未
成
年
者
が
そ
の
半
数
、
低
年
齢
に
多
い
な
ど
統
計
を
紹
介
。
し
か
し
、
著
者
は
、
民
間
団
体
の
相
談
件
数
な
ど
か
ら
、
行
政
機
関
に
よ
る
数
字
は
氷
山
の
一
角
で
は
な
い
か
と
見
る
。
一
九
八
四
年
の
新
国
籍
法
（
一
九
五
〇
年
制
定
）
改
正
に
よ
っ
て
も
、
無
国
籍
児
を
生
み
出
す
要
因
が
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
家
族
制
度
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
「
与
え
ら
れ
る
国
籍
」
と
い
う
概
念
が
い
ま
だ
に
政
策
、
行
政
に
支
配
的
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
子
ど
も
の
権
利
、
福
祉
の
観
点
か
ら
「
権
利
と
し
て
取
り
戻
す
国
籍
」
こ
そ
、
今
、
必
要
で
あ
り
、
帰
化
で
は
な
く
、
国
籍
確
認
訴
訟
や
就
籍
許
可
審
判
に
そ
の
可
能
性
を
見
出
し
て
い
る
。
第
二
章
「
国
籍
取
得
に
関
す
る
立
法
の
変
遷
明
治
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
焦
点
を
あ
て
て
」
は
興
味
深
い
。
一
八
九
九
（
明
治
32）
年
に
、
明
治
国
籍
法
が
公
布
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
明
治
民
法
が
一
八
九
〇
年
（
明
治
23）
年
公
布
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
父
系
血
統
主
義
に
基
づ
く
が
、
補
助
的
に
、
母
系
主
義
、
生
地
主
義
が
盛
り
込
ま
れ
、
無
国
籍
が
防
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
民
法
は
、
富
国
強
兵
、
天
皇
制
に
よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
抗
し
き
れ
ず
、
施
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
提
示
さ
れ
る
諸
規
定
は
、
明
治
国
籍
法
、
現
行
国
籍
法
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
章
で
考
察
さ
れ
る
近
代
化
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
せ
め
ぎ
合
い
は
、
国
籍
法
も
ま
た
日
本
の
近
代
史
そ
の
も
の
で
あ
り
、
国
籍
に
か
か
る
諸
問
題
は
根
深
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
。
第
三
章
「
無
国
籍
児
問
題
の
歴
史
的
経
緯
『
与
え
ら
れ
る
国
籍
』
の
継
続
と
結
婚
の
国
際
化
と
の
乖
離
」
に
お
い
て
、
沖
縄
の
特
殊
な
事
情
に
よ
り
無
国
籍
児
が
多
く
生
み
出
さ
れ
た
背
景
、
無
国
籍
児
の
か
か
え
る
問
題
点
が
詳
し
く
論
述
さ
れ
て
い
る
。
沖
縄
で
は
基
地
に
駐
留
す
る
米
兵
と
日
本
人
女
性
の
間
の
子
ど
も
に
無
国
籍
児
が
多
く
生
ま
れ
た
。
日
本
の
国
籍
法
の
父
系
血
統
主
義
が
主
た
る
要
因
だ
が
、
権
力
と
経
済
力
を
持
つ
男
性
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
と
い
う
大
国
と
の
対
等
で
な
い
関
係
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。
無
国
籍
児
を
含
む
家
庭
に
は
離
婚
、
遺
棄
な
ど
母
子
家
庭
が
多
い
。
無
国
籍
児
は
外
国
人
扱
い
の
た
め
在
留
資
格
の
問
題
も
抱
え
、
経
済
的
困
窮
の
た
め
進
学
率
も
低
い
。
児
童
扶
養
手
当
も
受
給
で
き
な
い
。
健
康
保
険
、
入
学
、
在
留
資
格
、
帰
化
な
ど
の
手
続
き
ば
か
り
で
は
な
く
、
母
子
に
寄
り
添
っ
て
地
道
に
問
題
解
決
に
当
た
り
、
国
籍
法
改
正
へ
の
道
筋
を
つ
け
た
国
際
福
祉
沖
縄
事
務
所
の
働
き
は
多
く
の
人
に
知
ら
れ
て
い
い
と
思
う
。
無
国
籍
児
が
頻
出
す
る
第
二
の
時
期
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、
お
も
に
ア
ジ
ア
女
性
の
来
日
が
増
加
、
日
本
人
男
性
と
の
間
に
生
ま
れ
る
子
ど
も
の
場
合
で
あ
る
。
法
の
隙
間
に
生
ま
れ
る
無
国
籍
児
、
出
生
登
録
が
な
さ
れ
な
い
等
の
事
実
上
の
無
国
籍
児
が
後
を
絶
た
な
い
。
―56―
菅
野
真
知
子
『
日
本
の
無
国
籍
児
と
子
ど
も
の
福
祉
』
月
田
み
づ
え
著
2008年9月10日発行
明石書店
A5判 304頁
定価 5000円（本体）
そ
こ
に
は
沖
縄
の
無
国
籍
児
問
題
と
全
く
同
じ
無
権
利
状
況
が
見
ら
れ
る
。
第
四
章
「
国
籍
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
理
論
的
枠
組
み
」
で
語
ら
れ
る
の
は
、
国
籍
が
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
形
成
に
大
き
く
関
わ
る
事
実
で
あ
る
。
国
家
に
よ
っ
て
、
国
籍
を
与
え
る
集
団
に
差
異
が
あ
る
と
き
、
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
集
団
は
「
否
定
的
な
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
著
者
は
、
「
異
文
化
へ
の
非
寛
容
な
姿
勢
に
つ
な
が
る
」
よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
偏
重
で
は
な
く
、
「
一
つ
の
連
帯
的
な
種
と
し
て
の
人
間
と
い
う
枠
組
み
」
で
考
え
、
子
ど
も
の
権
利
と
し
て
国
籍
を
保
障
す
る
こ
と
を
提
起
し
て
い
る
。
第
五
章
「
『
与
え
ら
れ
る
国
籍
』
か
ら
『
権
利
と
し
て
取
り
戻
す
国
籍
へ
』
子
ど
も
の
福
祉
の
萌
芽
」
で
は
、
「
権
利
と
し
て
取
り
戻
す
国
籍
」
の
た
め
に
闘
っ
た
い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
両
親
か
ら
生
ま
れ
た
姉
妹
は
認
知
の
時
期
の
違
い
か
ら
国
籍
が
異
な
り
、
生
後
認
知
の
長
女
に
は
在
留
資
格
も
な
か
っ
た
。
親
権
者
で
あ
る
母
は
、
国
籍
法
三
条
は
憲
法
一
四
条
に
違
反
す
る
な
ど
と
し
て
長
女
の
日
本
国
籍
を
確
認
す
る
訴
え
を
起
こ
し
た
が
、
最
高
裁
は
出
生
後
の
認
知
で
国
籍
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
と
の
判
断
を
示
し
た
。
先
に
挙
げ
た
ア
ン
デ
レ
ち
ゃ
ん
は
、
国
籍
法
二
条
三
項
「
父
母
が
と
も
に
知
れ
な
」
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
立
証
責
任
を
ど
こ
が
負
う
の
か
が
争
わ
れ
、
最
高
裁
は
「
社
会
通
念
上
、
父
お
よ
び
母
が
誰
で
あ
る
か
を
特
定
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
判
断
さ
れ
る
状
況
を
立
証
す
れ
ば
」
要
件
に
当
た
る
と
し
、
ア
ン
デ
レ
ち
ゃ
ん
は
日
本
国
籍
を
取
得
し
た
。
児
童
養
護
施
設
で
暮
ら
す
二
人
の
少
年
の
就
籍
許
可
審
判
例
は
、
「
父
母
と
も
に
知
れ
な
い
と
き
」
の
規
定
に
該
当
し
、
本
来
的
に
日
本
国
籍
を
取
得
し
て
い
る
と
の
考
え
に
基
づ
く
。
裁
判
手
続
き
よ
り
も
容
易
に
日
本
国
籍
を
確
定
で
き
る
こ
と
は
同
様
な
境
遇
の
子
ど
も
に
と
っ
て
朗
報
で
あ
ろ
う
。
当
事
者
、
支
援
者
、
弁
護
団
の
献
身
的
な
長
期
間
の
闘
い
が
、
「
権
利
と
し
て
取
り
戻
す
国
籍
」
へ
の
可
能
性
を
切
り
開
い
て
き
た
。
第
六
章
「
世
界
に
お
け
る
無
国
籍
児
の
存
在
無
国
籍
児
の
発
生
防
止
の
意
義
」
で
は
、
無
国
籍
児
を
発
生
さ
せ
る
様
々
な
要
因
に
つ
い
て
論
じ
原
因
を
分
析
、
生
地
主
義
と
血
統
主
義
を
と
る
国
の
狭
間
で
無
国
籍
児
が
生
ま
れ
る
可
能
性
を
あ
げ
、
国
際
的
な
視
野
に
立
っ
て
解
決
に
当
た
る
必
要
を
説
く
。
日
本
で
も
対
日
平
和
条
約
発
効
の
日
（
一
九
五
二
年
四
月
二
十
八
日
）
に
日
本
国
籍
を
喪
失
、
無
国
籍
と
な
っ
た
人
た
ち
が
い
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。
第
七
章
「
子
ど
も
の
国
籍
取
得
に
関
す
る
国
際
的
な
権
利
の
変
容
子
ど
も
の
福
祉
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」
で
は
、
一
九
二
四
年
の
「
国
際
連
盟
子
ど
も
の
権
利
宣
言
」
に
始
ま
る
国
際
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
、
子
ど
も
が
権
利
の
主
体
と
し
て
承
認
さ
れ
る
過
程
を
述
べ
て
い
る
。
国
際
基
準
か
ら
日
本
は
人
権
意
識
が
欠
如
し
て
い
る
と
し
、
無
国
籍
防
止
や
差
別
解
消
に
向
け
て
国
内
法
を
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
す
る
。
補
論
と
し
て
、
「
子
ど
も
の
国
籍
を
考
え
る
会
」
の
提
言
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
籍
法
が
一
九
七
九
年
に
父
母
両
系
平
等
主
義
を
採
用
し
、
現
行
法
で
は
無
国
籍
児
防
止
が
ほ
ぼ
可
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
あ
と
が
き
に
あ
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
八
年
、
最
高
裁
判
決
に
よ
っ
て
国
籍
法
第
三
条
第
一
項
が
違
憲
と
判
断
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
一
月
一
日
よ
り
改
正
国
籍
法
が
施
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
生
後
認
知
に
よ
る
日
本
国
籍
取
得
の
手
続
き
は
困
難
を
極
め
て
い
る
。
本
書
か
ら
も
う
か
が
え
る
日
本
社
会
の
閉
鎖
性
、
人
権
感
覚
の
遅
れ
に
は
、
腹
立
た
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
だ
が
、
そ
の
中
で
無
国
籍
児
の
問
題
に
関
わ
り
続
け
た
少
な
か
ら
ぬ
関
係
者
の
働
き
は
、
ひ
と
つ
の
指
針
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
国
籍
児
は
自
分
自
身
に
全
く
責
任
が
な
い
の
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ン
デ
ィ
を
負
う
。
日
本
で
生
ま
れ
、
育
ち
な
が
ら
、
ど
こ
の
国
か
ら
も
国
籍
を
与
え
ら
れ
な
い
子
ど
も
の
存
在
と
問
題
点
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
。
無
国
籍
を
防
止
す
る
国
際
条
約
の
締
結
が
望
ま
れ
る
。
本
書
は
、
研
究
者
ば
か
り
で
は
な
く
、
直
接
子
ど
も
に
関
わ
る
現
場
の
人
た
ち
に
も
是
非
読
ん
で
ほ
し
い
と
思
う
。
（
す
げ
の
ま
ち
こ
「
h
a
n
d
-in
-h
a
n
d
ち
ば
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
―57―
